
人口　455,095 人　(  + 392)

男　231,090 人　　(  + 146)

女　224,005 人　　(+246)

世帯　157,245　　（＋1

58）

広報まつど
平成２年

３／５
毎月５・20日発行

明日6日

3月定例市議会を招集

・
入
学
学
力
検
査
料
を
改
定
す

る
た
め

▽
松
戸
青
少
年
会
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
…

松
戸
青

少
年
会
館
に

分
館
を
設
置
す
る

た
め

▽
松
戸
市
ね
た
き
り
老
人
・
ね
た

き
り
身
体
障
害
者
等
福
祉
手
当

支
給
条
例
…
手
当
の
額
を
引
き

ど
の
順
に
な

っ
て
い

ま
す
。

第
四

次
総

合
五
か

年
計
画
の

二

年
次
目
に
当

た
る
平

成
二
年
度
の

主

な
事
業
は

、
次
の

と
お
り
で

す
。

▽
（
仮
称
）
文
化

会
館
、
郷
土
博
物

館
の

建
設
工

事
に
着
手
し
ま
す

。

（
仮
称
）
八

ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ

ー
の

建
設
に

着
手
し

ま
す
。

坂
川

清
流

復
活

事
業
を
進
め
ま

す

。

江
戸
川
を

市
民
の
ふ

れ
あ
い

と

心
の
ふ

る
さ
と
の

場
と
す
る
た

上

げ
る
た
め

〉
松
戸
市
国
民
健

康
保
険

条
例
・・
・

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
の
特
例

を
設
け

る
た
め

▽
松
戸
市
斎
場
条
例
＝
・
式
場
控
室

の

夜
間
使
用
を
図
る
た
め

▽
松
戸
市
火
災
予
防
条
例
・
・
消
防

法
等
の
改
正
に
よ
り
規
定
を
整

備
す

る
必
要

が
生
じ
た
た
め

め
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。

お
年

寄

り
向

け

の

市
営

住

宅

（
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）
の

建
設
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
の
建

設
を
進
め

ま
す
。

小
・
中
学
校
の

特
殊
学
級
教
室

と

保
健
室
の

冷
房
化
を
進
め
ま

す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
急
病
や

災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
対
応

▽
松
戸
市

病
院
事
業
の
設
置
等
に

関
す

る
条
例
・・
・
診
療
科
目
を
増

設
し

、
診
療
内
容
の
充
実
を
図

る
た
め
（
増
設
す
る
科
＝
消
化

器
科

、
形

成
外
科
）

契

約

の

締

結

戸
定
が
丘
歴
史
公
園
管
理
・
展

示
棟
新

築
工

事

財

産

の

取

得

▽
「
二
十

一
世
紀
の

森
と
広
場
」

建
設
事

業
用
地
＝
・
公
園
用
地
を

確
保
す

る
た
め

す
る
た
め
に
、
緊

急
通
報
装
置

の
設
置
事
業
を
進
め

ま
す
。

▽

身
体
障
害
者
な
ど
の
皆

さ
ん

が
、

車
い

す
の
ま
ま
乗
り

降
り
で

き

る
、
リ
フ
ト
付
き

バ
ス

（
福
祉

カ
ー
）
を
購
入
し
、
運
行
を
始

め
ま
す
。
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
な

と
て

外
出
す
る
時
に

、
利

用
で

き
ま
す
。

二

部
の

中
学
校
で

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー
を
活
用
し
た
授
業

が
開
始

さ
れ
ま
す
。

◆
喫
煙
防
止
ポ
ス
タ
ー
展
・
＝
６
日
～
1
1日

◆
明
第
一
地
区
子
ど
も
作
品
展
・
二
６
日
～
1
1日

◆
第
二
十
五
回
丹
青
会
水
墨
画
展
＝・
1
3日
～
1
8日

◆
第
六
回
松
戸
水
彩
会
展
＝
1
3
日
～
1
8
日

◆
第
二
回
華
墨
会
水
墨
画
展
＝
1
3日
～
1
8日

休

館

日
・・・
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
：

牛
前
1
0時
～
午
後
６
時

※
初
日
お
よ
び
最
終
日
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
℡
　
6
7
-
7
8
1
0
番
）

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

3
月

松戸駅市民ギャラリー

期　 間 ３月17 日 まで ３月17 日～24 日

東

ギャラ リ

｜

竹　 盛　 会

竹 工 芸 展

千 葉 正 一

書　 芸　 展

西

ギ

ャラ リ

｜

伊 藤 正 子

織　 物　 展

明　 光　 堂

写　 真　 展

問 い 合 わせ は 社 会 教 育 課 成 人教 育 係 へ

手数料・保険料・各種税

今

月

の

納

期

は

◆
し

尿
処
理
手
数
料
第
四

期
納
期
限
＝
・
３
月
3
1日

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
（
平
成
元
年
度
分
）

◆
市

・
県
民

税

◆

固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税

◆

軽
自
動
車
税

早
め
に

納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す
。

安全確実な口座振替のご利用を

市
役
所
の
土
曜
閉
庁

３
月
は
1
0日
・
2
4日
が
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

宮
間
市
長
は
明
日
六
日
、
三
月
定
例
市
議
会
を
招
集

し
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
に
は
、
平
成
元
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の

補
正
予
算
、
平
成
二
年
度
予
算

案
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
三
十
四
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
ま
す
。

三
月
定
例
市

議
会
に
上

程
さ
れ

る
主
な
議
案
は

、
次
の
と

お
り
で

す
。平

成
元
年
度

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
）

・
・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
十
九
億
三
千

三
百
六

十
五

万
二
千
円
を

追
加
し

、
八
百
四

十
二
億

一
千
百
九

十
九
万

三
千

円
と
し
ま
す

。

▽
特
別
会
計
・
・・
国
民
健

康
保
険
特

別
会
計
は
八
千
五
百
七

十
二
万

七
千
円
、
下
水
道
事
業

特
別
会

計
は
二
億
二
百
八
十
五
万
七

千

円
を
追
加
し
ま
す
。

▽
企
業
会
計
：

水

道
事
業
会

計
は

一
千
五
百
七
十
万
九
千
円

、
病

院
事
業
会
計
は
一
億
九
千
二
百

三
万

円
を
増
額
し
、
土
地
区
画

整
理
事
業
会
計
は
九
百
四
十
万

七
千
円
を
減
額
し
ま
す

。

条

例

の

一

部

改

正

▽
松
戸
市
役
所
部
課
設
置

条
例
＝
・

行
政
需
要
の
増
加
に
対
応
し

、

青 少年会館に分館が設置さ れます(青少年将棋サークルの子どもたち)

組
織
の
充
実
を
図

る
た

め

▽
松
戸
市
職
員
定
数

条
例
・・・
業
務

量
の
増
加
に
伴
い
、

職
員
の
定

数
を
変
更
す
る
た
め

▽
松
本
清
奨
学
基
金
に
関
す
る
条

例
・
＝
奨
学
金
の
額
を
引
き
上
げ

る
た
め

▽
松
戸
市
立
高
等
学
校
授
業
料
等

徴
収

条
例
・
・・
授
業
料

・
入
学
料

平
成
２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
８
・
７
％
増

（
仮
称
）文
化
会
館
建
設
事
業
な

ど
８
５
３

億
円

平

成
二
年
度
の

予
算
案
は
、
一

般

会
計
八
百

五
十
三
億
円
、
特
別

会
計
四
百

六
十
九
億
八
千
六
十
四

万
六

千
円
、
企
業
会
計
百
五
十
四

億
六

千
七
百

三
十
八
万

三
千
円
、

合
計
一
千
四

百
七
十
七
億
四
千
八

百
二
万

九
千
円
で

八
・
二
％
の
伸

び
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
の
使
い
道
で

は

、
土

木
費
が
全
体
の
二
四
・
四

％

を
占
め
、
次
い
で

民
生
費
一
六

・
〇
％

、
衛
生
費
一
五
・
二
％
な

衆議院議員選挙終わる

市内投票率は64.41%

解
散
に
よ

る
衆

議
院
議
員
選

挙

が
、
二
月
十
八
日
に
行

わ
れ
ま
し

た
。
松
戸
市
の
選

挙
結
果
は

次
の

と
お
り
で
す
。

〈

当

日

有

権

者

数

〉

男
-
一
六
四
、
六
四
五
人

女
　

ー
六
〇
、
〇
〇

九
人

計
　
二
三
四
、
六
五
四
人

〈

投

票

者

数

〉

男
　
一
○
三
、
六
一
九
人

女
　
一
○
五
、
四
九
九
人

計
　

ニ
○
九
、
一
一
八
入

〈
投

票

率

〉

男
-
六
二
・
九
三
％

女
-
六
五
・
九
三
％

全
体
-
六
四
・
四
一
％

〈
候

補

者

別

得

票

数

〉

小
岩
井

清
氏

四
六
、
二
七
六
票

新
村

勝
雄
氏

二
〇
、
四
八
七
票

吉
野
　

幸
子
氏

一
九
、
七
六
九
票

岡
戸
　

光
雄
氏

四
、
七
二
五
票

片
岡
　

あ
き
や
す
氏

四
、
一
七
八
票

い

お
く

貞
雄
氏四

五
、
二
四
八
票

か
の
う

勝
氏

三
二
、
五
三
八
票

宮
田
　
お
さ
む
氏

三
、
五
七
〇
票

矢
田

良
彦
氏

三
四
四
票

遠
藤
誠
一
氏

一
一
七
票

詳
細
…
市
選
挙
管
理
委
員
会

森
田

景
一
氏

三
〇
、
四
七
九
票

NＯ･725
市のよう す（２月１日現在）

（
）
は
前
月
比

編集・発行＝松戸市役所広聴部広報課
〒271松戸市根本387番地の5　℡(66)1111番

平
成
２
年
度
予
算
案
な
ど
3

4

件
を
提
案
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松
戸
駅
西
口
の
デ
ッ
キ
上
に
、
仕
掛
け
時

計
（
か
ら
く
り
時
計
）
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

豊
か
な
未
来
へ
向
け
て
羽
ば
た
く
イ
メ
ー

ジ
の
精
巧
な
仕
掛
け
時
計
は
、
街
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
人
気
を
集
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

完
成
は
三
月
末
の
予
定
で
、
四
月
上
旬
に

は
夢
の
あ
る
世
界
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

仕
掛
け
時
計
を
設
置

せ
せ
　
松
戸
駅
西
ロ
デ
ッ
キ
は
、
買
い

物
や

通
勤
通
学
の
連
絡
路
と
し
て

、

ま

た
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
も

、

た
く
さ
ん
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

仕
掛
け
時
計
は
、
こ
の
デ
ッ
キ
上

に

設
置
す
る
予
定
で

、
街
の

イ

メ

ー
ジ
の
向
上
と

、
よ
り

一
層
の

活

性
化
を
願

っ
て

設
計
さ
れ
た
も

の
で

す
。

高
さ
五
・
七
メ
ー
ト
ル
,
幅
四
メ
ー
ト
ル

市内に、名 所がまた一つ 誕生します(完成予想図)

仕
掛
け
時
計
は
、
時
計
部
分
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た

カ
プ
セ
ル

と
が
一
体
と
な
り
、
不

思
議
な
空

間
を
つ

く
り
出
し
ま
す

。

一
定
の

時
刻
に

な
る
と
、
音
楽

と
と

も
に

、
か

わ
い
い

星
の
使
者

が
登
場
し

、
星
の
つ

え
を
カ
プ
セ

ル
に

向
け

、
カ
プ
セ
ル
の
扉
を
開

き
ま
す

。

過
去
か
ら
や

っ
て

き
た
、
ア

ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
乗
せ

た
乗
り
物
が
宇
宙
を
遊
泳
し
、
や

が
て
未
来
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り

と
飛

び
去

っ
て

行
く
内
容
で
す
。

夢
の
あ
る
物
語

が
展

開
さ
れ
る

時

間

は

、
午

前

九
時

～

午
後

九

時
の

間
の

一
時
間
お
き
に
約
三
分

間
で

す
。

バ
ッ
ク
に
流
れ
る
楽
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と
も
に
、
道
行
く
人
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

。
　
詳
細
　
＝
・
商
工
課
事
業
係

松戸駅西ロデッキ上

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

入
場
（
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対
象
）

テレホンサービスで
ん

わお　は

な
し

キ

キャラバ
ン

63-9
999

14
日

９

日

3月
7日 期

日

図

書

館

本

館

八

柱
市

民
セ
ン

タ
｜

図

書

館

本

館

会

場

午後3
時～4
時

※

定

員
に

な
っ
た
場
合
は
入

場
を
お
断
り
し
ま
す

。

▽
詳
細
＝
・
市
立
図
書
館
℡
6
5
-
5
1
1
5
番

道
路
に
物
を
置
く
の
は
や
め
ま
し
よ
う

道
路
上
に
立
て

看
板
や
商
品

を

置
く
こ
と
は
法
律
で

禁
じ
ら

れ
て

い

ま
す
。

し

か
し
、
車
道
や
歩

道
上
に

立

て

看
板
を
立
て

た
り

、
商
品
を

積

み
上

げ
た
り
し
て

、
歩
行
者
・
車

な
ど
の

通
行
の
支
障
に
な

っ
て
い

る
と
こ

ろ
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

市
で

も
、
各
警
察
署
と
協
力
し

安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
指

導

平
成
２

年
度

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成

二
年
度
の

固
定
資
産
課
税

台
帳
を

関
係
者
に
縦
覧
し
て
い
ま

す

。
こ
の

期
間

に
評
価
額
な
ど
を

た
め
て
下
さ
い
。

▽
日
時
・
三
月
二
十
日
（
火
）
ま
で

の
午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五

時
〔
日
曜
日
・
十
日
(
土
は
除

く
。
土
曜
日
は

午
後
零
時
三
十

分
ま
で

〕

３月７日～13 日は

｢建築物防災週間｣

を
行
っ
て

い
ま
す
。

道
路
は
、
私
た
ち
の
日

常
生
活

に

欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
大
切

な

公

共
空
間
で

す
。
ま
た
、
災

害
時

に

は
避
難
路
と
も
な
り
ま
す

。

市
民
の

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま

す
。

▽
詳
細
＝
土

木

部
管
理
課
道
路
台

帳
係

係
児
手
当該

当
す
る
人
は
申
請
を

交
通
事
故

な
ど
で
父
母

と
死
別

し
た
遺
児

（
中

学
校
卒
業
ま
で

の

児
童
）
を
扶

養
し
て
い

る
人

に
、

遺
児
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

該
当
す

る
人
は
申
請
し
て
下

さ

さ
い
。

▽
申

請
に
必
要

な
も
の
・
・・
①
印
鑑

（
認
め
印

）
②
住

民
票

（
世
帯

全
員
）
③
戸
籍
謄
本

④
申

請
者

名
義
の
金

融
機

関

（
郵
便
局
を

除
く
）
の
通
帳
表
面
を
コ
ピ
ー

し
た
も
の

▽
手
当
額
（
月
額
）
・
＝
片
親
と
死

別
＝
五
千
円
、
両
親
と
死
別
＝

九
千
五
百
円

（
い

ず
れ
も
児

童

一
人
に
つ
き
）

▽
受
付
期
間
・
＝
随
時

（
申
請
し

た

翌
月
か
ら
該
当
し
ま
す

）

▽
支

給
月
・・
・
四
月

・
八
月
・
十
二

月
（
年
三
回
）
※
二
月
末
日

ま
で
に

申
請
し

た
人

に

は
、
四
月
期
分
を
四
月
十

日

（
火
）
以

降
に
指
定
の
口
座
に
振

り
込

む
予
定
で

す
。

※

平
成
元

年
度
の

現
況
届
を
ま
だ

提
出
し
て

い
な
い
人
に
は
、
平

成
元

年
八
月
期
以

降
の
手
当
が

振
り
込
み
で

き
ま
せ
ん
。
至
急

提

出
し
て
下

さ
い

。

▽
詳
細
＝
・
援
護
課

援
護
係

母
子
家
庭
等
修
学
資
金
の

母
子

家
庭
な
ど
の

児
童
が
高
等

学
校
等
に

在
学
し
て
い
て

満
十
八

歳

（
一
定
の

障
害
の

状
態
に
あ
る

児
童
は
満
二
十

歳
）
に

達
し

た
こ

と
に
よ
り
児
童

扶
養
手
当

な
ど
を

受
給
で

き
な
く

な
っ
た
場
合
は
、

修
学
資
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

▽
対
象
・
・
①
今
年
度
、
一
番
末
の
　

児
童
が
満
十
八
歳
に
達
し

た
こ

と
で

、
今
ま
で
受
給
し
て
い

た

児
童
扶
養
手
当
や
各
種
公
的

年

金
の

受
給
資
格
が
な
く
な
り

、

支
給

を
ま
っ
た
く
打
ち
切
ら
れ

た
母
子

家
庭
な
ど
で

、
児
童

が

高
等
学
校

等
に

在
学
し
て

い

る

申
請
は
お
済
み
で
す
か

場
合

（
厚
生

年
金
な
ど
の

遺
族

年
金
受
給
者
で
、
母
親
に
受

給

資
格
か
お

る
場
合
は
該
当
し

ま

甘
ん
）
②
今
年
度
、
一
番
末
の
末
　

児
童
が
満
十
八
歳
に
達
し
た

後
、

母
子
家
庭
な
ど
に
な
り

、
児

童

扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
受
給
要

件
に
該
当
し
、
児
童

が
高
等

学

校
等
に
在
学
し
て
い

る
場
合

※
「
高
等
学
校

等
」
と
は
、

学
校

教

育
法
に
基
づ
く
、
高
等
学
校

・

高
等
専
門
学
校
・
盲
学
校
・
ろ

う
学
校
・
養
護
学
校
・
修
業

年

限
三
年
以
上
の
専
修
学
校
・
各

種
学
校
を
い
い
ま
す
。

▽
支
給
額
・
＝
所
得
制
限
な
ど
に
よ

り
、
一
世
帯
（
月
額
）
二
万
円
ま

平　成
２年度

た
は
一
万

三
千
円

▽
支
給
期
間
・
＝
児
童
が
満
十
八
歳

と
な
っ
た
日

の
翌
月
か
ら
、
そ

の
年
度
の
三
月
ま
で

▽
必
要
書
類
・
・
・
在
学
証
明
書
・
書

融
機
関
の
通
帳
表
面
の

写
し

、

そ
の
他
必
要

書
類

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

▽
内
容
＝
・
市
政
へ
の

意
見
提
出
の

ほ
か

、
研
修
（
会
議
）
　・
市
内

公
共

施
設
の
見

学
・
市
議
会
の

傍
聴
な
ど

▽
対
象
・
＝
市
内
に
引
き

続
き

一
年

以
上

居
住
し
て

い
る
二
十
歳
以

上
の
人
で

、
本
市
に
お
い
て
は

か
の
制
度
の
モ

ニ
タ
ー
に
就

任

し
て
い

な
い
人

※
平
日
に
研
修
（
会
議
）
を
実
施

し
ま
す
の
で

、
参
加
可

能
な
人

▽
定
員
二

千

人

▽
謝
礼

…

薄
謝

▽
任
期
・
二
四
　
一
日
か
ら
一
年
間

▽
受
付
期
限
＝
一
三
月
十
二
日
(
月
）

ま
で
（
日
曜
・
第
二
土
曜
日
を

除
く
）

）
受
付
時
間
＝
午
前
八
時
三
十
分

～
午
後
五
時

（
土
曜
日
は
午

後

零
時
三
十

分
ま
で

）

▽

詳
細
・
＝
援
護

課
援
護
係

▽
申
込
み
　
三
月
十
二
日
(
月
)
必

着
で
、
ハ
ガ
キ
に
市
政
に
つ
い

て
の

簡
単
な
意
見
、
ま
た
は
モ

ニ
タ
ー
に

応
募
し

た
動
機
と
住

所
・
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
　・
年

齢

・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て

、
〒

二
七
一
松
戸

市
根
本

三

八
七

－

五
　松
戸
市
役

所
市
民

相
談
室
ヘ

▽
詳
細
・・
・
市
民
相
談
室

▽
場
所
・
＝
資
産
税
課

（
市
役

所
新

館
二
階
）

▽
審
査
の
申
し
出
・
＝
地
目
の

変
換
、

分

・
合
筆
、
家
屋
の
新

・
増

築

な
ど
新
た
に
課
税
さ
れ
る
物
件

に
つ
い
て

、
評
価
額
な
ど
に
不

服

が
あ

る
場
合
は
、
三
月
三
十

貝

金
）
ま
で
に

、
松
戸
市
固
定

資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査

の
申
し
出
を

す
る
こ
と
が
で

き

ま
す
。

▽
詳
細
・・・
資
産
税
課
償
却
資
産

係

市では、３月７日(水)～13日

( 火)の間｢ 建築物防災週間｣ を

実施します。

この期間中には、病院、デパ

ート、ホテルなどの特殊建築物

を対象にした防災査察と通学路

を中心としたブロック塀の点検

を行います。

災害のない安全な街づくりの

ため、皆さんのご理解とご協力

をお願いします。

〉詳細…建築指導課指導係

松
戸
駅
西
口
デ
ッ
キ
上
に



障害者に理解を　 心のふれあいを大切に

平成２年３月５日広報まつど

引越しシーズン
第19回野鳥の写真コンクール

応募総数は143 点

多量のゴミは自分で処理

を
三
月
は
引
っ

越
し
の
多
い
月
で
す
。
古
い

家
具
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
が
た
く
さ

ん
出
て
、
処
分
に
困
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

後
片
付
け
な
ど
も
、
大
変
で
し
ょ
う
が
、

引
っ
越
し
ゴ
ミ
の
処
理
に
も
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
住
み
よ
い
美
し
い
街

に
し
ま
し
ょ
う
。

引

つ
越
し
ゴ

ミ
の
処
理
は

少
し

ず
つ
計
画
的
に

三
月
か
ら
四

月
に

か
け
て

は
、

引

っ
越
し

が
多
く
な
り
ま
す
。
引金賞の「カワセミ と昼顔」

っ
越
し
に
よ
っ
て
出
る
多
量
の
ゴ

ミ
は

、
原

則
と
し
て
自
己
処
理
と

な
り
ま
す

。

ゴ
ミ

集
積
所
に
出
す
場
合
は

、

き
ち
ん
と
分
け
て

計
画
的
に
少
し

ず
つ
出
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

粗大ゴミ は電 話申込により収集し ます

自
然
保
護
と
野
鳥
を
愛

す

る

心

を
育
て

る
運
動
の

一
環
と
し

て

市
民
の

問
に

定
着
し
て
い

る

「
野
鳥
の
写
真
コ
ン

ク
ー
ル

」
が

今

年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
せ
ら

れ
た
作
品
は
、
全
部

で

百
四
十
三

点
。

野
鳥
と

自
然
と
の

ふ
れ
あ
い

や
ほ
の

ぼ
の
と
し

た
情
感
が
感

じ
ら
れ

る
力
作
が
ぞ
ろ
い

ま
し

た
。厳

正
な
審
査
の

結
果

、
金
賞

に

は
門
田
幸
夫

さ
ん

（
五
香
六

ま
と
め
て
処
理
を
し
た
い
と
き

は
、
直
接
清
掃
工
場
に
搬
入
す
る

か
、
処
理
業
者
に
依
頼
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

清
掃
工
場
で
は
処
分
手
数
料
と

し
て
、
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
六
円
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
処
理
業
者
に
依
頼
す
る

場
合
も
有
料
で
す
。

粗
大
ゴ
ミ
の

電
話
予
約
は
お
早
め
に

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
電
話
申

込
制
に
よ
る
戸
別
収
集
で
行
っ
て

い
ま
す
。

収
集
日
は
、
申
込
時
に
指
定
し

ま
す
。
当
日
の
午
前
八
時
三
十
分

ま
で
に

「
粗
大

ゴ
ミ
○
○
」

と
名

前
を
書
い
て

、
玄

関
先
な
ど
に
出

し
て

お
い
て
下

さ
い

。

一
回
の

申
し

込
み
で

収
集
で

き

る
の

は
、
五
点
ま
で
で
す
。

な
お
、

こ
の

時
期
は
、
例
年
申
し
込
み
が

殺
到
し

ま
す
の
で

、
早
め
に
電
話

申
込
を

お
願
い
し

ま
す
。

※
粗

大
ゴ
ミ
は
、
通
常
の
ゴ
ミ
集

積

所
に

出
し
て

も
収
集
し
ま
せ

ん
の
で

、
ご
注
意
下

さ
い

。

買
い
替
え
時
は

下
取
り
の
利
用
を

家
具
や

家
庭
電
化

製
品

を
買
い

替
え
す
る
時
は

、
古
い

物
を
販

売

店
に
引
き
取

っ
て
も
ら

う
よ
う
お

願
い
し
ま
す

。

※
山
林
・
空
き
地

な
ど
に

み
だ
り

に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
、
法
律
に

よ
り
処
罰

さ
れ
ま

す
の
で

注
意

し
ま
し

ょ
う

。

▽
詳
細
＝
・
清
掃
第

一
課
業
務
係

ゴ
ミ
減
量
の

ア
イ
デ
ア
を
募
集

市
で
は

、
ゴ
ミ
の

減
量

を
心
掛

け
て
い
る
人
や
団
体
の
ア

イ
デ
ア

粗大ゴミの種類

家具類

木製の机､いす、たんす、

鏡台、ベッド、じゅうた

ん、カーペットなど

建具類 ドア、ふすまなど

その他
おおむね1ｍ角以上のも

の

※粗大ゴミ は、 木製品が主体で す。 洗濯機、

テレビ 、ステレ オ、冷蔵庫、 スチール 製の

机､い ず､自 転車など は資源ゴミで す。

を
募
集
し
て
い
ま
す

。

良
い
と
思
わ
れ

る
も
の
は

、
広

報
ま
つ
ど
紙
上
で
紹
介
し
、
広
く

皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た

だ
く
予

定

で

す
。
ぜ
ひ

ご
応
募
下

さ
い

。

※
応
募
さ
れ
た
人
に
は

、
粗
品

を

差

し
上
げ
ま
す
。

▽
応

募
方
法
・・
・
ア
イ

デ
ア
を
八
百

字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所

・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て

、

三
月
三
十
一
日
（
土
）
ま
で
に
、

〒

二
七

一
松
戸
市
根
本
三
八
七

－

五

松
戸
市
役
所
清
掃
第

一
課

へ

市内民間保育園

職員募集

市立保育所

臨時保母募集

平成２年度市・県民税

申告は３月15日までに

l〉職種‥･保 母 ・看 護婦( パ ート

も可)

※市内 の保 育 園・医 療機 関 に勤

務し てい る 人は 、ご遠 慮下 さ

い。

〉勤務 地… 市内 民間 保育 園

〉募 集人員 … 若干 名

〉申 込み … ３月15 日(木) まで に 、

履 歴書 を郵 送 で〒271 松 戸 市

上 矢切1101 － 2 松戸 市保 育 園

協議 会事 務 局(S68-7811 番)

〉職種 … ①代 替保 母( 有資 格者)

②延 長保 育保 母

l〉勤務 時間 …① 午 前８ 時30 分～

午 後 ５時( 土 曜 日は 午後 ｏ時

30分 まで) ② 午 前 ７時30 分～

９時､ 午 後４ 時～ ６時30 分( 土

曜 日は正 午～ 午 後５時)

〉詳 細‥･保育 所 課保育 指 導係

雑しますので、車での来庁は

ご遠慮下さい。

〉詳細…市民税課

1〉受付日時…３月15日(木)まで

の午前8時30分～午後5時( 土

曜日は午後Ｏ時30分まで、日

曜日と第２土曜日の受け付け

はしません)

〉受付場所…市役所本館２階大

会議室と各支所の窓口( ただ

し、常盤平支所は常盤平市民

センターで受け付けます)

※郵送による申告も取り扱って

います。

申告期間中は駐車場が大変混

地域ケアー講演会

〉日 時 … ３月13 日(火) 午前10 時

～正 午

〉会 場 …小 金 原体育 館 会議 室

〉内 容 …｢ 豊か な明 日のため に

助け 合 うっ てど んなこ と～ひ

とり は みん なの ために 、 みん

なは ひ とりの ため に～｣ 伊 豆

逓信病 院・大田 仁 史氏

〉定 員… 先 着80 人

〉申 込み …電 話 で健康 管 理課 小

金 方面 保健 室へ

美術を語る会

「近代日本絵画史パート２」

-日本画を中心にして-

〉日 時 … ３月17 日(土) 午後 ２時

～ ３時30 分

I〉会 場… 文 化 ホー ル

に〉講師… 元 国立 近代 美 術館主 任

研 究官 ・ 滝 沢泰氏

〉定 員… 先 着30 人

〉申 込み …電 話 で文化 ホー ル℡

67－7810 番へ

武
蔵
野
線
が
３
月
か
ら

東
京
駅
に
乗
り
入
れ

三
月
十
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ

り
、
武
蔵
野
線
が
東
京
駅
に
乗
り

入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
武
蔵
野
線
は
西
船
橋
方

面
へ
一
日
（
平
日
）
百
十
二
本
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
四

十
一
本
は
京
葉
線
を
通
っ
て
新
木

場
駅
ま
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、
京

実

）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

金

賞
以

外
の
入

選
者
は
、
次

の
と

お
り
で

す
。

〔
銀
賞
〕
斎
藤
博
嗣
〔
銅
賞
〕
石
井

光

美
、
佐
藤
正

一
〔
入

選
〕
高
田

健

一
、
飯
塚
浩
行
、
山
崎
幸
一
、

篠
宮
利
夫
、
篠
田
豊

、
梶
原

東

悦
、
大
池
貴
男
、
平

野
修
〔
ほ

の

ぼ
の
賞
〕
横
山

水
喜
、
西
村
明

泰
、
熊
谷

章
、
石
井

繁
信

、
阿

南

考
治
、
船
戸
幸
太
郎
（
敬
称
略
）

▽
詳
細
＝
・
公
園
緑
地
課
小
鳥
を

呼
ぶ
係

葉
線
の
東
京
駅
開
通
に

伴
い

、
こ

の
新
木
場
行
き

が
す

べ
て

東
京
駅

に
乗
り
入
れ

る
こ
と
に

な
り

ま
す

。

所
要
時
間
も
、

新
松
戸
駅
か
ら

東
京
駅
ま
で
約
四
十
三
分
と
、
乗

り
換
え

な
し
で

、
従
来
の

常
磐
線

・
山
手
線
経
由
と
同
じ

時
間
で
東

京
駅
に
行
く
こ
と

が
で
き

ま
す
。

新
木
場
駅
か
ら
東
京
駅

ま
で
新

た
に
設
置
さ
れ
る
駅
は
潮
見
駅
、

越
中
島
駅
、
八
丁
堀
駅
で
す
が
、

武
蔵
野
線
は
、
快
速
電
車
の
扱
い

と
な
り
ま
す
。

平
成
三
年
に
は
、
市
の
南
部
を

通
過
す
る
北
総
線
の
開
業
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
東

京
方
面
へ
の
通
勤
・
通
学
が
い
っ

そ
ラ
便
利
に
な
り
ま
す
。

▽
詳
細
・・・
交
通
対
策
課

市内から都心への鉄道

市政見学の団体申し込み

受付中です

市の施設を見てみませんか

▽
日
時
・
＝
祝
日
と
年
末
年
始
を
除

く
毎
週
水
曜
日
、
午
前
九
時
（
市

役
所
正

面
玄
関
集
合
）
～
午
後

三

時
三

十
分

▽
コ

ー
ス
・
＝
市
役
所
～
健
康
増
進

セ

ン

タ
ー
～

公

設
卸

売
市

場

（
南
部
市
場
）
～
消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
雨
天
の
場
合
は
消
防
局
）

～

小
金
原

市
民
セ
ン
タ
ー
（
昼

食
）
～

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
～

資
源
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
～

文
化
ホ
ー
ル
（
解
散
）

※
十
月
～
三
月
は

、
市
役
所
～
健

康
増
進
セ
ン

タ
ー
～

消
防
訓
練

セ
ン

タ
ー

（
雨
天
の
場
合
は
消

防
局

）
～
公

設
地
方
卸
売

市
場

（
北
部
市
場
）
～
小
金
原
市
民

セ
ン

タ
ー
（
昼
食
）
以
下
同
じ

と
な
り
ま
す

。

※
都
合
に
よ
り

、
コ

ー
ス
の
一
部

を
変
更
す

る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
・
・
・
町
会

・
自

治
会
・
婦
人

会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
団
体

▽
定

員
　

二
十
人

（
団
体
）

▽
費
用
・
無
料

▽
申
込

み
＝
・
電
話
で

広
報
課
へ

３月は

３月10日開業



広報まつど広報まつど

483人
事故を防ぐポイント
日ごろから心がけましょう

一時停止で横断歩行者の
安全を守る

目立つ若者と高齢者の死 者全 国ワ ースト６位飲酒遅転は

絶 対にしない

昨
年

の
交

通
事

故
に
よ

る
死
者

が
、

全
国

で
一
万

一
千
人

を
超
え

、
「

第
二

次

交
通

戦
争
」

と

も
い

わ

れ
て

い
ま

す

。

千

葉
県

内
で

も
、

過
去

十
年

間
で

最
高

の
四
百

八

十
三

人
の

死
者

を
出
し

、

全
国
ワ

ー
ス

ト
六

位
と

い

う
不

名
誉

な
記

録
と

な
り

ま
し

た
。

非

常
事

態
宣
言

ま
で

出

さ
れ

、
さ
ま

ざ
ま

な
広

報

活
動
が

繰
り

広
げ

ら
れ
て

い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、

交

通
事
故

は

、
一
向

に

減

る
気
配

を
見
せ

ま
せ

ん

。

こ

れ
は
、

一
体

な
ぜ

な

の
で

し
ょ

う

。

交差点では必ず

安全を確かめる

昨年の交通死者ワースト10

順 位 死者数 前年比

１北海

道
659 人 十111人

2 神奈川 565 人 十　35人

3 愛 知 545 人 十　45人

4 大 阪 519 人 十　19人

5東 京 488 人 十　7 人

6千 葉 483 人 十　27人

7兵庫 480 人 十　70人

8茨 城 462 人 十　72人

9 埼 玉 461 人 －　3 人

10静　岡 ３８５人 －　9 人

昨
年
一
年
間
に
、
県
内
で
発
生

し
た
交

通
事
故

は
二
万

五
千
七
百

十
八

件
、
死

者
四

百
八
十
三
人
、

負
傷
者
三
万
三

千
四
百
二
十
一
人

で

し
た

。

死
亡
事
故

（
四
百

六
十
二

件
）

の
う
ち
二
百
二
十
四
件
（
四
八
・

五
％

）
は
、
ス

ピ
ー
ド
の
出
し

過

ぎ
や
信
号
無
視

な
ど
の

無
謀
な
運

転
が
原
因
で
す
。

八 ヶ崎

シートベルト

ヘルメットを正し

く着用

滝
沢

死
者
の

年
齢

別
で

は
、
若
者
（
二

十
五
歳
未
満
）
と

高
齢
者
（
六
十

五
歳
以
上
）
の
割

合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

若
者
に

よ
る
死
亡
事
故
は
百
八

十
九
件
で

、
全
体
の
四
〇
・
九
％

と

最
も
高
い

比
率
を
占
め
て
い
ま

子ども たちを交通事故から 守りましよう( 根木内小の近くで)

す
。原

因
別
で
は

、
ス

ピ
ー
ド
違
反

百
六
件
、
右
側
は
み
出
し
十
一
件
、

信
号
無
視
九

件
な
ど
の
無
謀

運
転

が
約
三

分
の

二
を
占
め
て

い
ま
す
。

一
方
、
若
者
の
死
者
は
百
六
十

八
人
で

、
全
体
の
三
四
・
八
％
を

県内の交通事故(平成元年)

発生件数　25,718 件

占
め
、
中
で
も
高
校
生
の
二
輪
車

乗
車
中
の
死
者
が
二
十
三
人
と
、

前
年
に
比
べ
て
十
四
人
も
増
え
ま

し
た
。

負傷者　33,421 人死　者　483人

市
内
の
交
通
事
故

松
戸

市
内
の

交
通
事
故
発
生
状

況
は
ど
う
で
し

ょ
う
。

松
戸
警

察
署
交
通
課
長
の

安
達

さ
ん
に

、
市
内
の

状
況
と

対
策
な

ど
に
つ
い
て

伺
っ
て
み

ま
し

た
。

昨

年
一
年
間
に

、
松
戸
・
松
戸
東

の
両
警

察
署
管
内
で

発
生
し

た
交

通
事
故
は
二

千
九
十
一
件
で

前
年

比
二
十

一
件
の

減
、
負
傷
者
も
二

千
五
百
三

十
人
と
四

十
八
人
減
少

し

ま
し

た
。
し
か
し

、死

者
は
逆
に

十
九
人
と
三

人
増
え
て

い
ま
す
。

松戸警察署 交通 課長

さん安 達 昭 弘

高
齢
者
の
死
者
は
七
十
七
人
で
、

全

体
の

一
五
・
九
％
。
前
年
と
比

較

す
る
と

九
人

増
で

、
こ
れ
は

、

年
々
増
え

る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

状
態
別
に
み

る
と

、
歩
行
中
の

死
者
が
四
十
二
人

（
前

年
比
六
人

増
）
、
自
転
車
乗
車
中

が
十
八
人

（
同
三
人

増
）
で
、
両
方
合
わ
せ

る
と

、
高
齢
者
全
体
の
七
七

・
九

％
に

な
り

ま
す
。

夜
間
に
多
発

二

十
四

時
間
営
業
の
店
が
増
え
、

レ

ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
が
定
着
す
る
な

ど
、
社
会
的
に
夜
型
の
生
活
が
広

が

っ
て
い

ま
す
。

市
内
で

起
き
た
死
亡
事

故
の

約

半
数
は
、
交
通
量
の
多
い
国
道
６

号
線
に
集
中
し
て

い
ま
す

。

特
に
、
横
断
中
の
事

故
が
多

発

し
て

い
る
た
め
に
、
警

察
も
、
横

断
禁
止
場
所
を
渡
ら
な
い
よ

う
に

指
導
し

た
り
、
歩
行
者
に

注
意
を

促
す
立
て
看
板
を

設
置

す
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。

死
亡
事
故
の
原
因
は

、
や

は
り

ス
ピ

ー
ド
違
反
な
ど
の

無
謀
運
転

が
多
く
、
そ
の

ほ
か
右
折
不
適
当

、

わ
き
見

運
転
、
目
測
の

誤
り
も
目

立
ち
ま

す
。

高
齢
者
と
若

者
の
対
策

県

全
体
と
同
じ
く
、
市
内
で

も

若

者
と

高
齢
者
に

よ
る
事
故
が
増

え
て
い

ま
す
。

高
齢
者
で

は
、
自
転
車
乗
車
中

の

事
故
が
多
い

た
め
に
、
高
齢

者

向
け
の

自
転
車
競
技
大
会
を
開
い

て
正
し
い

自
転
車
の
乗
り
方
を

指

導
し
た
り
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
に
高
齢
者

昼夜別の死亡事故件数

そ

れ
に

つ
れ
て

、
夜
間
の
交
通

事
故

が
増
え
て

き
ま
し
た
。

夜

間
の
死

亡
事
故
は
二
百
八
十

六
件
で
、
全
体
の
六
一
・
九
％
を

占
め
、
昼

間
の
事

故
（
百
七
十
六

件
）
の
約
一
・
六
倍
と
高
率
で
す
。

時
間
帯
別
で
は

、
午
後
八
時
～

午
前
二
時
に
百
六
十
四

件
と
深
夜

に

多
発
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
原

因
別
で

は
、
ス
ピ

ー
ド
違
反
百
十

七

件
、
酒

酔
い
運
転
十
七

件
な
ど

と
な

っ
て
い

ま
す
。

交

通
量
が
少
な
い
か
ら
と
い

っ

て
、
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
過

ぎ
る
と

、

大
き
な

事
故
に

な
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す

。

死
亡
事
故
の
約
半
数
は
国
道
６
号
線
で
起

き
て
い

る

た
め
、
警
察
で

は
重
点
対
策
地
域
と
し
て
警
戒
し
て

い
ま
す

高
齢
者
交
通
安
全
指
導
員
を
置
い
て
、

お
年
寄
り
に

交
通
安
全
を
呼
び

か

け
て
い
ま
す
。

一
方
、
若
者
向
け
に
も
、
ヤ
ン

グ
ド
ラ

イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、

ゆ
く
ゆ
く
は

二
輪
車
の
競
技
大
会

を
開
く
な
ど
し
て

、
正
し
い

運
転

と

マ
ナ
ー
の

普
及
に
努
め
ま
す
。

最
後
に

安
達
交
通
課
長
は
、

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
わ

ず
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
　
　

、

事
故
防
止
と
安
全
運
転
に

努
め
て

い
た
だ
き
た
い
」

と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
た

び
発

生
す

れ
ば
、
命
取

り
に
な
る

事
故

が
多
く

な
っ
て

い

ま
す
。
十
分
注

意
し
て

、
悲
惨
な

事
故
を
少
し
で

も
減
ら
し

た
い
も

の
で
す

。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

正
し
く
、
お
早
め
に

平
成
元
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
三
月
十
五
日
（
木
）
ま
で

で

す
。

ま
だ
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
申
告
し
て
下
さ
い
。

確
定
申
告
の
必
要
な
人

①
元

年
分

の
各
種
所
得
金
額
の
合

計
額
か

ら
、
配
偶
者
控
除
・
扶

養
控
除
・
基
礎
控
除
そ
の
他
の

所
得
控
除
を
差

し
引
い

た
後
の

金
額
を
基
に

算
出
し
た
税
額
が

配

当
控
除
の

額
を
超
え
る
人

②
元

年
中
の

給
与
の
収
入

金
額
が

千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

③
一

力
所
か
ら

給
与
の
支
払
い

を

受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
所
得

や
退
職
所

得
以

外
の
所

得
金
額

が
二
十
万
円

夕
超

え
る
人

④
二
ヵ
所
以
上
か
ら

給
与
の

支
払

い

を
受
け
て
い

る
人
で

、
年
末

調
整

を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の

収
入

金
額
と

、
給
与
所
得
や
退

職

所
得
以

外
の

所
得
金
額
と
の

合
計
額

が
二

十
万
円

を
超
え
る

人白
色
申

告
者

も

収
支
内

訳
書
の
添
付
を

事
業
所
得

、
不
動

産
所
得
の
あ

る
人
は
、
確
定

申
告
書
を
提
出
す

る
と
き
に
、
そ
の

年
分
の

総
収
入

金
額
や
必
要
経
費
の
内

容
を
記
載

し
た
収
支
内
訳
書
を
添
付
し

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
各
月
の
第
二
・
第
四
土

曜
日

は

閉
庁
と
な

っ
て
い
ま

す
。

税
務
署
の
駐
車
場
は
利
用
で

き

ま
せ

ん
の
で

、
車
で
の

来
署
は

ご
遠
慮
下

さ
い
。

▽
詳
細
・
＝
松
戸
税
務
署
℡
6
3－

１

１
７
１

番

生きがい福祉事業団 再生自転車を販売

l〉受付日時…３月16日(金)・17日(土)、午前９時

～午後３時(17日は午前11時まで)

▽〉抽選販売日時…３月17日(土)午前11時から

▽〉会場…生きがい福祉センター(金ヶ作277-4)

▽　台数・価格…50台･１台4,000円～10,000円( 消

費税別)

▽〉交通…五香駅東口から新京成バス｢小新山行き｣

で、新栄町入口下車( 五香駅午前９時19分・48

分、10時17分発があります)

※抽選日当日(17日)は、五香駅東口午前10時発の

事業団マイクロバスを運行します。駐車場があ

りませんので、車での来場はご遠慮下さい。

▽〉詳細…生きがい福祉事業団℡84-3191 番

日曜 大 工 講 座

【〉日時…４月から毎月第２・第３日曜

日（一年間）、午前９時～正午

▽〉会場…松戸共同高等職業訓練校(小

金原4 -33- 1）

▽〉費 用 … 月2,500 円( 大工 道具 ・ 材料 費

は実 費)

※大工 道具 を持 って い ない 人に は、 松

戸建 築組 合が あっせ ん し ます。

▽〉定 員 …先 着40 人

▽〉申 込 み… ３ 月５ 日(月) ～ ９ 日(金) の

午前 ９時 ～午 後 ２時 の間に 、電 話 で

松戸共 同 高等職 業 訓練 校℡44 一4823

番へ

東部スポーツパーク野球場利用チームの登録受け付け老人福祉センター　クラブ活動会員募集

の 間 です。

E〉詳 細… 東部 ス ポーツ パー ク℡

91-0944 番

ク リー ンセン タ ー内

温水 プ ール業 務再 開

定期 整備 で休業 中 の クリ

ー ンセン ター内 温水プ ー ル

は 、 ３月13 日( 火)か ら平 常

どお り業 務 を行 い ます。

( クリー ン セン ター 内温 水

プ ール℡85-7100 番)

▽〉期日…３月６日(火)から

l〉会場…東部スポーツパーク

▽＞登録事項…チーム名、代表者

とメンバーの住所・氏名・年

齢・勤務先

※土・日曜日、祝日の貸し出し

については、利用が多いため

抽選となります。この場合、

市内在住・在勤の人が６割以

上のチームに限られます。登

録は年度ごとに行います。

※野球場が利用できる期間は、

４月１日(日)～11月30日(金)

小金原老人福祉センター(044-8270 番）

クラ

ブ名

募

集

人

員

活　 動　 日 時　 間

墨　絵 10人 第1･3･4
火曜日

午前10時

～ 正 午

茶　 道 ５人 第2･3･4
木曜日

日　 舞

各

10

人

第2･3･4
土曜日

俳　 句 第2･4
金曜日

午 後１時

～ ３ 時

詩　 吟 第1･2･3･4
木曜日

英語

クラ

ブ

第1･3･4
火曜日

▽〉対 象… 市内 在 住の60 歳以 上 の 人

l〉費 用… 無料

【〉申込 み … ３月 ６日(火) か ら 各老 人福

祉 セン ター へ( 先 着 順)

東部老人福祉センタ ー(92-3701 番)

クラ

ブ名

募 集
人員

活　 動　 日 時　 間

詩　 吟 10人 第1･2･3
土曜日

午前10時

～ 正 午

民　 舞 ５人
第1･2･3･4

火曜日

民　 謡 10人 第1･2･3･4
金曜日

手　 芸

(パンフラワー)
５人 第2･4

木曜日

第 ４ 回 た べ もの 十 二 講

l〉日 時… ３ 月24 日(土) 午 前11 時

～午 後 ２時

E〉会 場… 新 松戸 市民 セン ター

▽〉内容…草餅・花菜類

▽〉費 用… 無料

▽〉定員 … 若千 名

1〉申 込み … ３月10 日(土) 必着 で、

往 復ハ ガ キに 住所 ・氏 名・電

話番号 を 記入し. 〒270 松 戸

市新松 戸3 ― 27 (財) 新 松戸 郷

土 資料 館( ℡44-1909 番・ 水

～ 日曜 日の 午 前10時 ～ 午後 ４

時) へ

京

子

さ
ん

麻

樹

子

ち
ゃ
ん（
６
歳
）

淳

之

介

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

手を上げて右、左、右（正しい横断を指導）

春
は
新
入
学
の
季
節
で
す
。

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
て
、
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た

新
一
年
生
が
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に

、
車
を
運
転
す
る
人
は
よ
く

注

意
し
て
下

さ
い
。

交
通
公

園
に

は
、
今

ま
で

何
度

も
来
て
い

き
す
が
、
安
全
で
す
し
、

交
通
ル
ー
ル

を
学
ぶ
に
は
い
い
で

す
ね
。

娘
に
も
、
目
転
車
で
横
道

か
ら

出
る
と
き
に
は
、
必
ず
止

ま
っ
て

安
全
確
認
す
る
よ
う
に
言
っ
て
い

ま
す
。

私
は
自

転
車
が
大
好
き
で
。
子

ど

も
が

大
き
く
な
っ

た
ら
、

一
緒

に

房
総
一
周
の

サ
イ
ク
リ
ン

グ
を

す
る
の

が
夢
な
ん
で
す
。

ユ ー カ リ 交 通 公 園

松戸市小金原１丁目25

至柏　　　　　℡　41  -2707 番

遊
び
な
が
ら
学
ぶ
正
し
い
ル

ー
ル

ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園

お
父

さ
ん
、

お
母

さ
ん
た
ち
も

お
子
さ
ん

が
飛

び
出
し

を
し

な
い

よ
う
、
ま
た
、
決
め
ら

れ
た
横
断
歩

道
を
正
し
ぐ
渡

る
よ

う
に

、
し

っ

か
り
と
言
い
聞
か
せ
て
下

さ
い

。

こ
こ
で

、
小
金
原
に

あ
る
ユ

ー

カ
リ
交
通
公
園

を
紹

介
し

ま
し

ょ

こ
の
公
園
は
、

お
子
さ
ん

た
ち

が
楽
し
く
遊

び
な

が
ら
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
施
設
で
す
。

園
内
に
は
立
体
交
差
や
十
字
路

、
蒸気機関車などの乗り 物も展示さ れていま す

・北小金駅から小 金原団地行き 循環バスで「交

通公園」下 車　 徒歩１分

・常盤平駅から小 金原団 地行き 循環バスで「行

政センター」下 車　 徒歩10分

・馬橋駅から 小 金原団地行き循 環バ スで「久保

下」下車　 徒歩６ 分

各
種
の
交
通
標
識
な
ど
か
あ
り
、

実
際
に

自
転
車
や
ゴ
ー

カ
ー
ト
を

運
転
し

な
が
ら
、
交
通
ル

ー
ル
や

マ
ナ
ー
か
身

に
つ
け
る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

そ
の

ほ
か

、
D
5
1
型
蒸
気
機

関

車
や

ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
、
消
防
自

動

車

な
ど

も
展
示

さ
れ
て

い
ま
す
の

で

、
皆

さ
ん

も
、
一
度

ご
家
族
連

れ
で
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で

し

ょ
う
。

交

通

公

圃

の

利

用

方

法

利
用

す
る
人
は

、
受
け
付
け
で

備
え
付
け
の

用
紙
に
記
入
し
て
下

さ
い

。

団

体
の
申
し
込

み
は
、
一
週
間

前
ま
で
に

、
電
話
で

申
し
込
ん
で

下

さ
い

。

▽
利

用
で

き
る
人

＝
小

・
中
学
生

と

幼
児

（
幼
児
に
は
付
添
が
必

要
で
す
）

▽
開
園
時
間
・
＝
午
前
九
時
～
午
後

五

時

▽
遊

具
の
貸
し

出
し
時
間
＝
牛

前

九

時
～
正

午
、
午
後
一
時
～
四

時

（
受
け
付
け

は
そ
れ
ぞ
れ
終

了
の

三
十
分

前
ま
で

）

※
遊

具
の
使

用
は

、
原
則
と
し
て

一
人
三
十
分
以

内
で

す
。

▽
休
園
日
・
・
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

に
当
た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
）

▽
入

園
料

・
遊

具
使
用
料
＝
・
無
料

▽
詳
細
・
・
・
ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園
℡
‘

4
1
-
2
7
0
7
番

件
数
・
負
傷
者
減
り
、
死
者
増

え
る

交 通案 内

カーブの手前でスピードを落とす．

安全速度を必ず守る

昼
176件

総数
462件

夜
268
件

高
齢
者
も
急
増

若
者
が
４
割

原因の半数近くは無謀

運転
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守っていますか？

正 し い ゴミ の出 し 方

市
内
に
は
約
八
千
力
所
の
ゴ
ミ
集
積
所
が
あ
り
ま
す
。
集
積
所
に
収
集
不
可

能
な
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
て
い
る
と
、
付
近
の
家
庭
が
迷
惑
し
ま
す
。

ゴ
ミ
集
積
所
は
、
い
わ
ば
街
の
素
顔
と
も
言
え
ま
す
。
お
互
い
に
ル
ー
ル
を

守
っ
て
利
用
し
ま
し
よ
う
。

今
回
も
、
集
積
所
の
清
掃
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

ゴミ の減量には、リ サイクル活動も大きな力になります

ゴ
ミ
集
積
所
は

、
付
近
に

住
廿

人
全
員

が
共
同
で
利
用

す
る
も
の

で

す
。
清
潔
さ
を

保
つ
た
め

、
当

番

な

ど
を

決
め

て

、

管
理

も
み

ん
な
で

し
た
い
も
の
で

す
。

分

別

収

集

に

ご

協

力

を

ゴ
ミ

は
人
間
が
生
活
す
る
限
り

無
く

な
り
ま
せ

ん
。
豊
か
な
生
活

（
歯
を
大
切
に

居
心

地

の

悪

い

い

や

な

事

を
さ
し
て

、
歯

が
う
く
と
い

う

表
現
が
便

わ
れ
ま
す
が

、
歯

が

う
い
て
、
食
べ
物
が
よ
く
噛
め

な
い
の
は
本
当
に
不
快

な
も
の

で

す
。
な

ぜ
う
く
の
で
し

ょ
う
。

一
つ
は
む
し
歯
を
放
っ
て
お

い
て

、
歯
の

神
経
が
化

膿
し

た

歯槽膿漏も歯がうく原囚に

歯
そ
う
骨

ひど くな る とま す始 め は

歯肉の腫れがひどくなる

出血がひどくなる

歯が長くなった感じになる

少しぐらぐらしてくる

痛みもなく気がつかない

歯と歯肉の間が腫れる

歯みがきのときなど出血する

歯と歯肉の間の溝が深くなる

歯
が
う
く
話

り
、
さ
ら
に

進
ん
で

、
歯
の
根

の
先
ま
で
化

膿
し

た
場
合
に
起

こ
り
ま
す
。

歯
の
根
の

周
り
に
あ
る
、
歯

根
膜
と
い
う
組
織
が
、
炎
症
を

起
こ
し
て

く
る
た
め
で

す
。
こ

の
ま
ま
放
置
し
ま
す
と

、
歯
ぐ

き
や
頬
が
腫
れ
、
激
痛
で

夜
も

眠
れ
な
い
状
態
に

な
っ
た
り
し

ま
す
。

も
う
一
つ
は
歯
槽
膿
漏
の

場

合
で

す
。
こ
の
病
気
は
歯
の

周

り
の
慢
性
・
化
膿
性
の
病

気
で
、

歯
が
動
く
た
め
に
、
歯
根
膜
が

い
つ
も
炎
症

を
起
こ
し
て
い

ま

ず
。疲

労
が
た
ま
っ
た
り
、
風
邪

な
ど
で

体
の
抵
抗
力

が
弱

ま
っ

た
時
に
歯
肉
の
炎
症
は
ひ
ど
く

な

り

、

歯

が

う

い

て

よ

く

噛

め

な

い

、

痛

く

て

物

が

噛

め

な
い

状

態

に

な

り

ま

す

。

こ

の

ほ

か

に

麻

酔

を

し

て

歯

の
神
経
を
抜
い
た
場
合
や
、
歯

を

強

く

打

っ
た

場

合

に

も

あ

り

ま
す
が
、
一
週
間
く
ら
い
様
子

を

み

て

下

さ

い

。

治
ら
な
い
場
合
は
、
歯
科
医

院

で

治

療

を

受
け

て

下

さ

い

。

ま

た

、
つ

め

も
の

や

、

歯

に

被

せ

た

も

の

が

高
く

て

歯

が

う

く

場

合

は

、

調
整

し

て

も

ら

い

ま

し

ょ
う

。

歯

が

う

く

の

は

体

調

が

悪

く

な

っ
た

黄

信

号
と

考
え

て

、

す

ぐ

に

歯

科

医

院
で

診

て

も

ら

い

ま

し

ょ
う

。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

と
引
張
換

え
に

、
た
く
さ
ん
の

ゴ

ミ

が

あ
ふ

れ
て
い

ま
す
。

市
は

、
ゴ
ミ
の

適
正

処
理
、
減

量

、
再
資
源

化

を
図
る
た
め
、
昭

和
五
十
三

年
度
か
ら

ゴ
ミ
の

分
別

収
集
を
始

め

ま
し

た
。

市
民
一
人

が
一
日
当

た
り
に

出

す
ゴ
ミ
の
量
は

、
五
十
三

年
度
は

六
百
四
十
三
グ
ラ
ム
五
十
八
年
度
は

六
百
七
十
九
グ
ラ
ム
六
十
三
年
度
は

八
百
十
九
グ
ラ
ム
で
す
。

五
十
三
年
度
か
ら
五
十
八
年
度

ま
で

の
五
年
間
を
み
る
と
、
五
・

六
％

し
か
増
加
し
て
い
ま
せ
ん

が
、

そ
の

後
の

五
年
間
で
は
二
〇
・
六

％

と
急
激
に

増
え
て

い
ま
す
。

今
や
激
増

す
る
ゴ
ミ
の

処
理
は

ゴ
ミ
集

積
所
が
汚
い
と
気
に

な

る
の
で

、
自
宅
付
近
五
力
所

の
清
掃
を
し
て
い

ま
す
。

う
る
さ
い
と
思

わ
れ
て

も
、

出
し
方
の
悪
い
人
口

は
注

意
し

大
き
な

社
会
問
題
と

な
っ
て

い
ま

す
。松

戸
市
も
最

終
処
分
場

（
埋
め

横
須
賀

真
　
鍋
　
フ
シ
エ

さ
ん

自
宅
近
く
の
ゴ
ミ
集

積
所

を

毎
日
清
掃
し
て
い
ま

す
。

一
戸
建
て
主
体
の
住
宅
地
で

す
が
、
夜
中
の
投
げ
捨
て
が
た

ま
に
あ
り
ま

す
。

出
す
ゴ
ミ

に
は
、
責
任
を
持

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

た
い
で
す
ね

。

間
違
っ
て
粗
大
ゴ
ミ
が
出
て

い

る
と
き
は
、
自
宅
に
保
管

し

て

、
市
に

電
話
し
て
処
理
を

お

願
い
し
て
い

ま
す
。

定子さん

稔台

波多腰　志平さん

立
て
地

）
の

確
保
が
困
難
に
な

っ

て

き
て

お
り
、
極
め
て

厳
し
い

状

況
に

お
か

れ
て
い
ま

す
。

ゴ
ミ
の
減
量
を
さ
ら
に
徹
底
し

て
行
い

、
最
終
処
分
場
で
埋
め
立

て

る
焼

却
灰

、
不
燃
物
な
ど
を
少

な
く

す
る
し

か
お

り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆

さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
し

ま
す
。

▽
詳
細
・
＝
清
掃
第

一
課

慶林寺にある綿貫 家の墓

ま
つ
ど
の
歴
史
史
⑩

野
馬
奉
行

綿
貫
氏

戦
国
時
代
の
武
将
で
、
東
海
随
一
の
馬
術

者

と
い

わ

れ

た

徳

川

家

康

は

、

実
紀

な

ど

の

資
料
に
よ
る
と
、
馬
の
扱
い
に
つ
い
て
も
卓

越
し
た
識
見
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す

そ
の
家
康
が
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
年
）

八

月

に

江

戸

に

入

り

、

古

代

、

中

世

と

続
い

て

き

た

下

総

牧

を

、
こ

れ

ま
で

ど

お

り

野

馬

の

放

牧

場

と

し
て

認

め

、

整

え

始

め

た

の

は

慶

長

期

に

入

っ
て

か

ら
で

、
慶

長

四

年

二

五

九

九

年

）
の

史

料

に

「
佐

倉

野

の
馬

守

り

衆

（
後
の
牧
士
も
く
し
）
に
帯
刀
を
許
す
」
と
い
う
の
が

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

綿

貫

文

書
に

よ

れ

ば

、

同

十

七

年

（
一
六
一
二
年
）
頃
、
小
金
町
の
綿
貫
十
右
衛

門

が

世

襲

で

下

総

牧

の

管

理

を

ま

か

せ

ら

れ

る
ふ

っ
に

な

り

ま

す

。
同

十

九

年
の

正

式

職

名
は

「
小

金

佐

倉

牧

野

馬

奉

行

兼

牧
士

支

配

」
で

、
俸

禄

は

三

十

俵

で

し

た

。

綿

貫
家

の

系

譜

を

見

る

と

、

綿
貫

氏

は

天

正

十

八

年

に

は

山

梨

城
（
四

街

道

市

の

山

梨

）

の

城

主
月

見

里

氏

と

し

て

小

田

原

城

に

籠
城

し

、

秀
吉

、

家

康

軍

と

戦

っ
て

い

ま

す

。

同
城
に
は
北
城
氏
直
の
家
臣
で
、
八
条
流

馬

術

の

名

手

諏

訪

部

定

吉

か

お

り

、

大

坪

流

馬

術

か
善

く
し

た

十

右

衛

門

政

家

と

親

交

を

持
っ
た
よ
う
で
す
。
小
田
原
城
落
城
後
の
文

禄

元

年

二

五

九

二

年

）
、

諏

訪

部

は

家

康

の

御

馬

預

り

と

し

て

迎

え

ら

れ

ま

す

。

行

重

十

右

衛

門

政

家
は

縁

戚

を

頼

っ
て

殿

平

賀

の

慶

林

寺

に

住

む

よ

う

に

な

り

、

そ

の

後

に

綿

貫
姓

を

名

乗

り

、

先

の

諏

訪

部

の

推
挙
を
得
て
野
馬
奉
行
と
な
っ
た
よ
う
で
す

う
ら
ま
き
　
　
　
　
あ
ぶ
ら
た
　
　
や

佐
倉
牧
に
は
内
牧
が
七
牧
「
油
田
牧
・
矢

ま
き
　
　
う
ち
の
　
　
と
っ
こ
う

作

牧

・

内

野

牧

、
取

香

牧

、

高

野
牧

、

柳

沢

牧
、
小
間
子
こ
ま
こ
牧
）
あ
り
、
こ
れ
を
直
接
管
理

す

る
牧

士

と

し

て

四
人

（
享

保

期

に

は

十

人

く

ら

い

）
が

慶

長

十

九

年

二

六

一
四

年

）
に

そ

れ

ぞ

れ

任

命

さ

れ
て

い

ま

す

。

小
金
牧
に
は
内
牧
が
北
か
ら
南
へ
庄
内
牧

（
野
田
市
）
、
高
田
台
牧
（
柏
市
）
、
上
野
牧
（
流

山
市
、
柏
市
）
、
中
野
牧
（
松
戸
市
、
鎌
ヶ

谷
市
）
、
下
野
し
も
の
牧
（
鎌
ヶ
谷
市
、
船
橋
市
、

習

志
野
市
、
千
葉
市
）
、
印

西
牧

（
印
西
町
、

白
井

町
）

な
ど
の

六
牧
が
あ
り
、
こ
の
地
区

に
は
元
和
（
げ
ん
な
）
二
年
（
一
六
一
六
年
）
に
鈴
木
庄
右

衛
門
（
流
山
市
前

ケ
崎
）
、
湯
浅
隼
人

（
ニ
ツ

木
）
、
芦
田
帯
力

（
栗

ケ
沢

）
、
大
熊
市
郎
右

高
節
、
安
蒜
源
兵
衛
（
千
駄
堀
）
の
牧
士

が
任
命
さ
れ
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
年
）
に

三
橋
五
郎
兵

衛
（
鎌

ケ
谷
市

中
沢
）
、
正
徳
四

年
二

七

一
四
年
）
に

花
野

井
半
左
衛
門

（
流

山
市
前

ケ
崎
）
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
す

。

牧
士
は
身
分
は
帯
刀
、
乗
馬
、
鉄
砲
所
持

を
許
さ
れ
た
れ

っ
き
と
し

た
武
士
で

す
か

、

手
当
は
給
馬
三
疋
（
小
金
牧
）
と
か
、
二
人

扶
持
給
馬
一
疋
（
佐
倉
牧
）
と
薄

給
で
し

た
。

し

た
が
っ
て

、
ふ
だ
ん
は
田
畑
を
耕
し

、
余

業

を
も
っ
て

生
計
を
た
で
な
け
れ

ば
食
べ
て

い
か
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

牧
士
の
平
常
の
仕
事
は
、
幕
府
の
財
産
で

あ
る
放
牧
場
の

管
理
と
、
こ
こ
か
ら

生
産

さ

れ

る
野
馬
の

保
護
、
増
殖
を
図

る
こ
と
で
し

た
が
、
広
大
な
地
域
を
警
戒
す
る
の
で
、
村

々
の
協
力
な
し
で
は
到
底
無
理
た
っ
た
よ
う

で

す
。

（
参
考
資
料

・
松
下

邦
夫
著
「
松
戸
の
歴

史
案
内
」
）

みんなで、古新聞回収活動マイ

スク

ール

市
立

小
金
南
中
学
校

▽
所
在
地
・
＝
小
金
清
志
町
一
-

一
六
-
一
　
4
2
－
１
０
６
１
番

・
根
本
忠
夫
校
長

▽
生
徒
数
・
＝
七

六
六
人

古新聞を回収して得たお金はユニセフ に寄付しています

昨
年
春
ご
ろ

ま
で
、
私

た
ち
の

学
校
は
、
緑
に
覆
わ
れ
た
、
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。

し

か

し

、

最
近

こ

の
辺

り

も

住
宅
化
が
進
み
、
教
室
か
ら
見
え

た
美
し
い

景
色
が
、
半
分
く
ら
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
取
っ
て
代

わ
り

ま
し

た
。

こ
の
現
状

を
と
て

も
悲
し

く
思

い
ま

す
。
せ
め
て
今

残
っ
て
い

る

緑
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で

す
。

学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る

事
に

、
古
新
聞
回
収
活
動
が

あ
り

ま
す
。
生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、

毎
週
土

曜
日
に

古
新
聞
の
回
収
を

し

ま
す
。

集

ま
っ

た
新
聞

は
、
業
者
の
人

に
買
い
取
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
お

金
を
ま
と
め
て
「
ユ
ニ
セ
フ
」
に

寄
付
し
て
い
ま
す
。

新
聞
は
重
く
て
、
持
っ
て

く
る

の

は
大
変
で
す
が
、
こ
の
活
動
を

こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い

ま
す
。
（
二
年
　

柴
野

倫
子
）

歯肉 歯石



広報まつど

ハーモニ ーが美しく 響きます

サ
ー
ク
ル
　
松
戸
市
民
合
唱
団

松
戸
市
民
合
唱
団
は
歴

史
が

古
く

、
昭
和
二
十
七

年
一
月
に

結
成

さ
れ
ま
し

た
。

団
員
は
、
純
粋
に

音
楽

が
好

き
で
集
ま
っ
て
き

た
人

た
ち
約

四
十
人
。
初

心
者
が
ほ
と

ん
ど

で

す
が
、
音
楽
性
の

高
い

も
の

に

挑
戦
し
て
い

ま
す
。

合
唱
は

、
続
け
て

練
習
し
て

い
け

ば
必
ず
う
ま
く
な
れ
る

そ

う
で
す
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
美
し

く
響
く
と

、
身
が
引
き
締
ま

る

よ
う
な
感
激
を
覚
え
、
、
そ
れ
が

合
唱
の
魅

力
の

ひ
と
つ
に
な

っ

て

い
ま
す
。

練
習
は
、
毎
週
木
曜
日
に
市

民
会
館
の

音
楽
室
で

行
っ
て

い

ま
す
。

特
に
男
性
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
連
絡
先
＝
・
朝
倉
　
4
3－

０
５

７
３

番

六 実 ペ ン 習 字

〉日 時 … 毎 月第１ ・第 ３木 曜 日、

午 前10時 ～正 午

▽〉会 場… 六 実市 民 セン ター

▽〉費 用 … 月1,500 円(入会金1,000円)

▽》詳細…渡邊　86―7597番

松戸シティフィルハーモニー

管弦楽団

▽〉日 時･･･金曜 日または 土曜 日(隔

週) 、 ① 金曜 日＝ 午後 ７時 ～

９時 ②土 曜日＝ 午後 ６時 ～ ８

時30 分

▽〉会 場 …① 市 民会 館音 楽室 ②矢

切 公民 館

l〉費 用 …一 般1,500 円 、大 学 生

1,100円、高校生600円(月額)

【〉パ ート … バ イ オリン･ビ オラ･

コン ト ラバ ス・ オー ボエ ・フ

アゴ ット ・ト ロン ボ ーン

l〉詳 細… 桑 原℡43 ―9390 番

松戸太極拳同好会

E〉日 時… ①毎 週 水曜 日、 午後 ７

時 ～ ９時② 毎週 土 曜 日、午 前

10時 ～正 午

▽〉会 場･‥① 運動 公園 体育 館小 体

育 室② 常盤 平体 育 館小 体育 室

E〉費用…月3,000円(入会金2,000円）

▽〉詳 細… 高科℡62 ―6080 番

少年野球

小金原スポーツ少年団

日時…毎週日曜日，午前９時

～正午

会場…栗ヶ沢小学校校庭

対象…小学生

費用…月1,000円(入会金1,000

剛

お
そぐち

詳細‥･獺囗℡42―6786番

社交ダンスハッピー１

▽〉日 時 … 毎 週 土 曜 日 ， 午 後 ７ 時

～ ９ 時

l〉会 場 … 常 盤 平 体 育 館 小 体 育 室

▽〉費 用 … 月2,000 円【入会金1,000円】

【〉詳 細 … 佐 藤 ℡87 ―3039 番

馬橋ダンスサークル

▽〉日 時… 毎 週 水|曜日、 午後 ５時

～ ７時

▽〉会 場 ‥馬 僑東 市民 セ ン ター

▽〉費用…月2,000円(入会金なし）

▽〉詳 細… 栗 原℡41－1001 番

松戸ポニーリーグ

(少年硬式野球)

l〉日時…毎週日曜日・祝日，午

前10時～午後４時

▽〉会場…江戸川河川敷( 専用グ

ラウンド)

▽〉対象…①ブロンコリーグ==小

学生②ポニーリーグ==中学生

▽〉費用…①月2,500円②月3,500

円(入会金2,500円)

▽〉詳細…松村℡65－7865番

みずき
女 声 合 唱 団　 瑞 季

▽〉日 時 …毎 週 水曜 日 、午 前10 時

～ 午 後０時30 分

▽〉会 場 …五 香 市民 セン タ ー

▽〉費用…月2,000円(入会金なし）

1〉詳 細 … 今中℡88 ―5120 番

市民会館
市民劇場

市　民　 会　 館

期　日 内　　　　 容 開演時間

3/6（火)堀内孝雄コンサート　 ☆ 18:30

11（日）
親子観劇会　　　　　☆

「トムファーベルの伝説」
11:00

17(土)
ニューフィル千葉

第23回定期演奏会☆
18:O0

18日 音楽教室発表会 11 : 00

21祝
県立松戸東高吹奏楽部

定期演奏会
17:30

25(日)
松戸市民コンサート

「オペラの楽しみ」☆
14:00

28(水)
春休み映画大会

｢フランダ ースの犬｣ほか
(申込制)

10

1418

00
00
30

29(木) 映画｢風の又三郎｣ほか☆
10
12

1518

00
30
0030

30金 音楽教室発表会 13 : 00

31土
親子映画会
「となりのトトロ」☆

10:00

14 : 00

催し物

平成２年３月５日

市　民　劇　場

期　 日 内　　　　 容 開演時間

10月15日まで､ 改修工 事のた め休 館し ます。

※　☆印のついている催し物は有料です。

▽〉詳細…市民会館℡68―1237～8 番、市民劇場℡68―0070番

ハイこちら内線600番

まちの話題をお知らせ下さい。

好評！再生自転車の販売

新品同様の堀り出しものも

生きがい福祉事業団による再生自転車の抽選・販売が、２月17日（土）に生き

がい福祉センター（金ヶ作277- ４）で行われました。

これは、駅前などに放置された持ち主がいない自転車を、同事業団で再生し

て販売するもの。毎回多くの市民を集め、人気の自転車は高い倍率になります。

当日訪れた人は130人余り、販売台数は約50台でした。

新品同様のものもあるうえ、比較的価格が安いということもあり、好評を博

しています（次回の販売については４ページに掲載しています）。

今
回
で
二
回
目
で

す
。
前
回
は
補
欠

で
、
今
度
こ

そ
は
、
と
思
っ

て
い
ま
し

た
。自

転
車
を
使
う
機
会
が
よ
く
あ
る
し
、

こ
こ
で
は
安

く
買
え

る
の

で
。

さ
い

わ
い

、
気
に
入
っ

た
自
転
車
が

当
た
り
ま
し

た
。
今
年

は
つ

い
て
い
る

な
、
と
思
っ
て
い

る
ん
で

す
。

小
金
原

高
田
　

滋
子
さ
ん

玲

子

さ
ん

佐 ） 右

サークル

会員募集



第 ７２５ 号

春休 みこども映画大会

▽〉日 時 … ３ 月28 日(水) 午 前10 時

～正 午と午後 ２時～４時の ２回

▽〉会場 … 市民 会館

▽〉内容…｢タッチ｣｢フランダー

スの犬｣｢ 三 ねん 寝太 郎｣

1〉対象 …小 ・ 中学 生 と保護 者

l〉費用 …無 料

▽〉定 員 … 各回 と も先 着1,200 人

【〉申 込 み… 往復 ハ ガ キに住 所 ・

氏名 ・電 話 番号 ・午 前午 後 の

別 ・希望 人数 を 記 入し､〒271

松戸 市 根本387 ―5松 戸市 役所

こど も課 育 成係へ

市民講座

｢心臓病で死なないために｣

▽〉日 時… ３月24 日(土) 午 後 ２時

～４ 時

▽〉会 場… 婦 人会 館 ホール

▽〉講 師… 杏 林大 学教 授 　石 川恭

三氏

▽〉対象 … 一般 市民

E〉定員 … 先着70 人

▽〉費 用… 無料

E〉申込み…電話で市立図書館ＴＥＬ

65―5115 番へ

ときわ平少年少女合唱団

定期演奏会

E〉日時…４月３日(火)午後１時

開演

▽〉会場…市民会館ホール

E〉費用…300円

[〉内容…合唱組曲｢日記のうた｣

｢チコタン｣ 、サウンド・オ

ブ・ミュージックほか

▽〉詳細…加藤ＴＥＬ84―6079番

スクエアダンス初心者講習会

【〉日 時… ３月17 日 ～５ 月26 日の

毎週土曜日(計11回)、午後

６時30 分 ～ ９時

▽〉会 場… 明 市民 セ ンタ ー ３階

▽〉費 用…2,500 円

▽〉詳 細… 松 戸パ イ ンコ ーン ズ 　

加藤ＴＥＬ62―2019番

小金原煎茶サ　クル

おさらい茶会

日時…３月25日(日)午前10時

～午後３時

会場…松雲亭

費用…2,000円(弁当代含む)

内容…煎茶席 　薄茶席

詳細…藤沢ＴＥＬ84―1168番

聖徳学園短大附属中・高校

吹奏楽部定期演奏会

日 時… ３月21 日(祝) 午 後 ３時

開場 、 ３時30 分 開演

会 場… 聖 徳学 園短 大 川並 記念

講堂

費 用… 無 料

内 容… リード｢ オセロ｣ 、 シュ

ト ラ ウ ス｢サロ メ の踊 り｣ など

詳 細… 進藤　55 　3700 番(夜間)

ともしび読書会

l〉日時…３月15日(木)午前10時

～正午

▽〉会場…婦人会館研修室

l〉テキスト…アーウィン・ショ

ー著｢夏服を着た女達｣

▽〉費用…500円

▽〉申込み…電話で松岡41―19

87番へ

フォークダンス初心者講習会

l〉日時…３月９日～７月６日の

毎週金曜日、午後７時～９時

▽〉会場…常盤平市民センター

▽〉費用…3,600円(18回分)

※運動のできる服装で、運動靴

・タオルを持参して下さい。

▽〉詳細…常盤平フォークダンス

クラブ・斉藤085 ―6160番

松 戸 史 談 会

＼
七福神めぐ り

(金ヶ作から殿平賀まで)
松戸 駅西側周辺の史 跡めぐり

日　 時
３月７日( 水)午 前10時常盤平駅

北口集合( 雨 天の場合は中止)

３月11 日(日) 午後１ 時松戸伊勢

丹前集合〔雨天の場合は18日( 日)

に延 期〕

コース

祖光院（えびす、大黒天）　金

谷寺（毘沙門天）　福昌寺（布

袋尊） 　常真寺（福禄寿 ）一広徳

寺（弁財天）
　
慶林寺（寿老 尊）

一北小金駅

※徒歩約10km・約５時間（休憩

を 含む）

松戸 神社 　松竜寺 　き つね橋 　

如来 庵 　平潟神社 　来 迎寺 　小

僧弁 天 　松戸駅西口

※徒歩約６km・約３時間30分

費　 用 300円（資 料配布） ※「 七福神めぐ り」 は弁当を持参して下さい 。

▽〉詳細…神尾ＴＥＬ41―2458番（午後のみ）

松戸市母親大会

▽〉日時…３月25日(日)午前10時

～午後４時

▽〉会場…婦人会館・勤労会館

▽〉費用…400円

【〉内容…｢ 教育・文化｣｢ くら

し・福祉｣｢平和・母親運動｣

の３つの分科会に分かれて、

助言者と一緒に、皆さんで話

し合います。

l〉詳細…松戸市母親連絡会事務

局ＴＥＬ88－8636番

広報まつど

松戸青年社交ダンスサークル

15周年記念ダンスパーティ　

▽〉日 時 … ３月18 日( 日)午後 ６時

～ ８時30 分

E〉会場 …常 盤平 市 民セ ンタ ー

l〉費 用 …1,500 円

※男性 ノー ネ ク タイ、女 性 スラ

ッ クスで は 入場 で きませ ん。

E〉詳細…荒川ＴＥＬ41―0171番

東葛美術展出品作品募集

l＞会 期 … ４月３日(火)～８日(日)

l〉会 場… 文 化 ホー ル

▽〉費 用… 出 品料3,000 円

▽〉内 容… 油 彩･ 日本画･ 水 彩 　パ

ステ ル･ 彫刻・デ ッサン･ 工 芸

▽〉詳細…東葛美術会・小野ＴＥＬ64

―5824 番

加 接種 １ 回分 の問 診票 をそ れ

ぞれ ３月下 旬 に送りますので、

申し込 む 必要 はあ り ませ ん。

ただし 、 ３月 １ 日以 降 に住 民

登録 をして い る人 は、 必ず 申

し 込 みをし て下 さ い。

なお 、62 年 ４月 ２ 日以 降 に

生 ま れた 人には 来年 ３月下 旬

に逐次送ります。

詳細 …保 健 衛生 課予 防衛 生 係

日　 程　 表

●市役所(66)1111　常盤平支所(87)2131

●小金支所(41) 5101 ･小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113　 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111　 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

ナイターテニス教室

日 時 … ４月 ～11 月の毎 週 水 ・

木 ・金 ・土曜 日の うち希望 す

る曜 日（週 １ 日）、 午後 ７時

～ ９時

会 場 …金 ケ作 公 園庭球 場

対 象 …市 内在 住 ・在 勤の 人

費 用 …18,000 円（ 保険 料 含む ）

申 込 み… ３月10日（土）までに、

往復 ハガ キに 住 所 　氏 名 ・電

話番 号 ・希 望 の 曜 日（第 ２希

望 まで ）・ 返信 用あ て名 を記

入し て 、〒270 松 戸 市常 盤平

1 ―46 ―307 松戸 市 テニ ス協

会 ・吉 田桂三(≫88 ―6431 番 ）

な ぎ な た １ 日講 習 会

▽〉日 時… ３月27 日( 火)午 前10 時

～正 午

l〉会 場… 常 盤平 体育 館

l〉対 象… 小 学 ３年 生 以上 の 男女

▽〉費 用… 無 料

▽〉申 込み … ３ 月22 日(木) までに

電 話 で社 会体 育課 指導 係へ

市立病院

子供の春期眼科検査は予約制

ジュニアテニス教室

l〉日 時… ４月～11 月の毎 週 日曜

日、 午前 ８時 ～10 時

▽〉会 場… 金 ケ作 公 園庭球 場

▽〉対 象… 市 内在 住 の小学 校 ３年

生 ～ ６年生

▽〉定員 …30 人

※申し 込み 多数 の場 合 には 、抽

選 とな ります 。

1〉費 用…14,000 円( 保険 料 ・ ボ

ール 代な ど を含 む)

l〉申 込み …３月17 日(土) までに、

往復 ハガ キに 住 所・氏 名 ・学

校名 ・学年 ・電 話 番号 ・ 返信

用あ て名 を記 入し て 、〒270

松 戸 市常 盤平1 ―26―1 ―610

と きわ平 テニ ス クラブ ・ 谷 貞

次(ＴＥＬ85―9342番)へ

l〉期間…３月19日(月)～４月12

日(木)

l〉内容…幼児(３歳以上)、小・

中学生の斜視、弱視、視力、

屈折異常などの検査

l〉予約受付け…３月５日(月)か

ら、眼科外来で電話でのみ受

け付けます(先着順)。

▽〉受付時間…土・日・祝日を除

く午後２時～４時

l〉詳細…松戸市立病院眼科外来

ＴＥＬ63―2171内線2106番

愛の献血

期日 会　場 時　間 主　催

3/18
(日)

西　　　友
常盤平店前

午前10時
～

午後４時

松戸中央

ライオン
ズクラブ

19
(月)

ＪＲ松戸駅

東　　　口

午前10時
～

11時30分
松戸市

午後1 時
～

４時

▽〉詳 細… 健康 管理 課業 務 係

救 急 医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を 忘 れ ず に ／

夜間急病診療所(毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　ＴＥＬ68-3756番

待機病院(毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　66-0010番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時ﾃﾚﾎﾝｻ-ﾋﾞｽ　　ＴＥＬ66-0010番

休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時　衛生会館内ＴＥＬ65-3430番

日 本 脳 炎 予 防 接 種

日本脳炎の予防接種は基礎免

疫として、初回接種２回、追加

接種(翌年)１回を行い、基礎免

疫終了後は、４年に１回追加免

疫を学校( 小学校３年、中学校

１年) で行います。

l〉申し込みをする人…３歳以上

16歳未満で基礎免疫または追

加免疫を終了していない人で

問診票を持っていない人

※以前の問診票を持っている人

は、それが使用できますので

早めに受けて下さい。

▽＞申し込まなくてもよい人…昭

和61年４月２日から62年４月

１日生まれの人には初回接種

２回分、60年４月２日～61年

４月１日生まれの人には、追

会　　場 期　　　　　　　　　 日 時間

衛　 生　 会　 館 4/17　(火
)

4/27(金
)

5/8(火
)

5/25(金
)

6/6(水
)

6/19(火
)

7/17(火)7/26(木
)

午

後

１

時

15

分

Ｓ

２

時

30

分

五 香市民 センタ 　 4/12(木
)

4/25(水
)

6/2Z(水
)

7/9(月）7/20(金
)

＼
松飛台市民センタ　 4/4(水

)

4/17(火

)

6/5(火)） 6/15(金

)

6/26(火)

小金北市民センタ　 4/11(水

)

4/24(火)7/3(火
)

7/12 (木

)

7/23(月

)
東 部 市民センタ 　 4/9(月）4/20(金

)
6/21(木
)

7/4(水
)

7/16(月
)

馬橋東市民センタ　 4/10(火)）4/23(月

)

7/3火 7/12(木
)

7/23(月）

健康 増進センタ 　 4/9(月

)
4/1(

水)

6/18(月）6/25(月）7/4(水
)

常盤平市民センター 4/16(月
)

4/27(金
)

5/10(木
)

5/22(火
)

6/1(金
)

6/12(火
)

ｱ/6(金
)

7/19(木
)

明 市 民 セ ン タ 　 4/13(金
)

4/25(水
)

6/29(金
)

7/11(水
)

7/19(木
)

＼古ヶ崎市民センタ　 4/6(金
)

4/19(木

)

改修工事予定

稔台 市民センタ ー 4/12(

木)

4/25(水
)

5/21(

月)6/28(木

)

6/1(金
)

6/12(火
)

小金原市民センター 4/11(水
)

4/23(月
)

7/11(水
)

7/

24

(火

)

新松戸市民センタ　 4/19　(木
)

4/2Z(金
)

5/9(水
)

5/210 5/31（
木）

6/11(月
）

6/22（
金）

7/5(木
)

小 金 市民センタ 　 4/13(金
)

4/26(木
)

6/1(金
)

6/13(水
)

6/22(金
)

＼馬 橋 市民センタ ー 4/4(水
)

4/16　(月
)

5/1O(木
)

5/21(月
)

6/4(月
)

六実市民センタ　別館 4/5(木
)

4/17(火) 6/11(月
）

6/21(木
)

7/5(木
)

二十世紀が丘市民センター4/10(火)4/20(金
)

6/28(木

)
7/10(火)7/23(月）

※車でのご来場はご遠慮下さい

おし

らせ

もよお
しもの

大好きなおひな 様の前で、 みんなで歌を歌いまし た

(市立松ヶ丘保育所で)

申込み要領


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7

